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A Basic Study on Economical Management of Religious Space: From an 
Ethnographic Perspective of Fees Collecting System in Sacred Places in Japan
門　田　岳　久*，石　野　隆　美**
KADOTA, Takehisa; ISHINO, Takayoshi
Abstract: This paper aims to grasp the economic management of sacred places as tourists’ des-
tination from the perspective of Cultural Anthropology and Ethnology. Authors are going to de-
scribe how fee-collecting-system in the sacred places are understood and explained by manag-
ers, guides and visitors. The ethnographic data is obtained in two sacred sites in Japan: Sefa 
Utaki in Okinawa and catholic churches in Nagasaki. Both of the places are listed in UNES-
CO’s world heritage. Since then there are more and more tourists as well as traditional pilgrim-
ages. Authors analyze that the explanations for the entrance fees of these sacred places are be-
coming more ambiguous. It is unclear in the explanations what the money is paid for. The 
visitors generally expect that these fees would be used for the preservation of the sites’ environ-
ment, furthermore the payment itself results in satisfying visitors’ religious needs. As a conclu-
sion, authors argue that the act of payment and the religious experience in sacred places are not 
mutually exclusive, but they are reciprocal.
Key words: 斎場御嶽（Sefa Utaki），長崎の教会群（Christian Sites in Nagasaki），入場料
































































































































































議論が進捗しつつある［e.g. 山中編 2012；Eade 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































世界遺産 施設名 料金名称 拝観料（個人） 拝観料（団体） 備　考
法隆寺地域の仏教建造物
法隆寺 拝観料金 1,500 円／ 750 円（小）
1,200 円／ 1,050 円（大人・高）
／ 900 円（中）／ 600 円（小）
―
法起寺 拝観料金 300 円／ 200 円（小）
250 円／ 200 円（大人・高）／





















800 円（大人）／ 700 円（高）
／ 500 円（中学生以下）






















700 円（大人）／ 500 円（中・
高）／ 300 円（小）
20 名以上，600 円（大人）／





500 円（大人）／ 300 円（中・
高）／ 100 円（小）











人）／ 800 円（中・高）　通常時 
























600 円（大人）／ 400 円（中・
　高）／ 300 円（小）
25 名以上 500 円（大人）／
300 円（中・高）／ 200 円（小）
―
平等院　内部拝観 志納金 300 円 ― 「ご志納」
高山寺　石水院 拝観料（入山料） 800 円 ―
紅葉時期のみ入山料として
500 円






























30 名以上 500 円（大人）／高校
生以下は割引なし







300 円（大人）／ 200 円（高）
／ 100 円（中・小）
50 名以上 250 円（大人）／







300 円（大人）／ 200 円（高）
／ 100 円（中・小）
50 名以上 250 円（大人）／









30 名以上 550 円（大人）／






700 円（大人）／ 600 円（中・
高）／ 300 円（小）
30 名以上 600 円（大人）／
500 円（中・高）／ 200 円（小） 国宝館・東金堂共通券は個人・
団体共通 900 円（大人）／
700 円（中・高）／350 円（小）興福寺 東金堂 拝観料
300 円（大人）／ 200 円（中・
高）／ 100 円（小）
30 名以上 250 円（大人）／
150 円（中・高）／ 90 円（小）
春日大社  
本殿前特別参拝
初穂料 500 円 ― ―
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世界遺産 施設名 料金名称 拝観料（個人） 拝観料（団体） 備　考
古都 奈良の文化財
春日大社 国宝殿 拝観料








500 円（大人）／ 300 円（中・
高）／ 100 円（小）







1,100 円（大人）／ 700 円
（中・高）／ 300 円（小）
25 名以上 1,000 円（大人）／
630 円（中・高）／ 270 円（小）
西塔・食堂との共通拝観券 








600 円（大人）／ 400 円（中・
高）／ 200 円（小）
30 名以上 480 円（大人）／






















































400 円（大人）／ 300 円（小・
中・高）




400 円（大人）／ 300 円（中・
高）／ 200 円（小）
20 名以上 300 円（大人）／
200 円（中・高）／ 100 円（小）
―
首里城跡 入館料金
820 円（大人）／ 620 円（高）
／ 310 円（小・中）
20 名以上 660 円（大人）／
490 円（高）／ 250 円（小・中）




















20 名以上 200 円 ―
紀伊山地の霊場と参詣道
金峯山寺 拝観料 500 円 ― 特別御開帳期間は1,000 円
吉水神社・書院 書院拝観料
400 円（大人）／ 300 円（中・
高）／ 200 円（小）





熊野速玉大社・神宝館 神宝館拝観 500 円 ― 境内無料









金剛峯寺・金堂 拝観料金 200 円（中学生以上） ― ―
金剛峯寺・大塔 拝観料金 200 円（中学生以上） ― ―




























800 円（大人）／ 500 円（高）
／ 300 円（中）／ 200（小）
30 名以上 720 円（大人）／
450円（高）／270円（中）／180（小）
100 名以上 640 円（大人）／




し出しは 1 台 500 円
毛越寺 拝観料
500 円（大人）／ 300 円（高）
／ 100 円（小・中）
30 名以上 450 円（大人）／
270 円（高）／ 90 円（小・中）
100 名以上 400 円（大人）／
240 円（高）／ 80 円（小・中）
日本語・英語・中国語・韓
国語の音声ガイド機器の貸






800 円（大人）／ 500 円（高・
大学）／ 400 円（小・中）
20 名以上 600 円（大人）／





1,000 円（大人）／ 400 円
（中・高）／ 300 円（小）
20 名以上 900 円（大人）／




年 4 月 1 日からの「大浦天
主堂キリシタン博物館」開
館に伴い，大人のみ拝観料






300 円（大人）／ 150 円（高・
中）／ 100 円（小）　
20 名以上 250 円（大人）／
100 円（高・中）／ 50 円（小）
―
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